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ダリア‘かまくら’における露心花の発生軽減対策 

 

 

 

 

 

 

ダリアの「露心花」は、舌状花が減少し、

管状花が露出して発生したものをいいます

(図1)。時期や品種によって発生頻度が異

なりますが、商品価値が低下するため、出

荷できません。そこで、当センターでは露

心花の発生軽減技術の開発に取り組んでき

ました。 

令和元年度には、CO₂無施用下において、

1番花収穫時に摘蕾・摘芽した側枝1本を同

化専用枝として、3月末まで据え置く(図2、

3)ことで、12～1月の露心率が低くなりま

したが、2～3月に慣行区よりも高くなりま

した(図4)。翌年度は、CO₂施用下における

同化専用枝の仕立て方法について調べまし

た。令和元年度の結果から、2～3月の露心 

 

 

花の発生を軽減するため、2番花収穫時に

同化専用枝を更新しました(図2、3)。CO₂

施用のみでは無施用の据え置き区と同様に

露心花が発生しましたが、CO₂施用下の更

新区では、露心花を抑制できました(表1)。 

以上より、CO₂施用下の‘かまくら’で

は、1番花のうち1本を同化専用枝として

残し、2番花収穫時に更新することで、冬

期の露心花の発生を抑制できることがわ

かりました。 

本研究は、内閣府地方大学・地域産業創生交付

金「‟IoP（Internet of Plants）”が導く｢Next 

次世代型施設園芸農業｣への進化」の助成を受け

たものです。 
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図 2 同化専用枝の仕立て方法のイメージ 

図 3 同化専用枝の更新時期 

図 1‘かまくら’の露心花(左)と正常花(右) 

図 4‘かまくら’の CO₂無施用下における 
仕立て方法と露心率の推移(2019 年) 
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z) 電照：電球型蛍光灯で16時間の日長延長(明期5:30～21:30)。
y) CO₂施用：2020年12月2日～2021年3月31日。7:00～17:00まで15分間の

   間欠施用。

x) 図2、3参照。
w) Tukey-Kramerで異なるアルファベット間に5%水準で有意差あり

   (n=39～57)。
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